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一般国道４７号一般国道４７号 仙台北部道路仙台北部道路

（利府ＪＣＴ 富谷ＩＣ）（利府ＪＣＴ 富谷ＩＣ）
りり ふふ と み やと み や

（利府ＪＣＴ～富谷ＩＣ）（利府ＪＣＴ～富谷ＩＣ）

【【 事事 後後 評評 価価 】】

東日本高速道路㈱東日本高速道路㈱

平成２７年１２月２２日



１．事業の概要（１） 位置図・路線概要
⾄⻘森

青森県

⾄⻘森

富⾕IC〜富⾕JCT
H25.12.22開通

富⾕JCT〜利府しらかし台IC
H22.3.27開通

利府しらかし台IC〜利府JCT
H14.5.19開通

岩手県
秋田県 仙台北部道路

（利府JCT～富谷IC）（利府JCT 富谷IC）

山形県

宮城県

福島県

事後評価区間 L=13.5km
【車線数 ４車線（２車線で整備） 】※

⾄東京 ⾄東京
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【車線数 ４車線（２車線で整備） 】※

1.7 km 6.6 km 5.2 km

■仙台北部道路は、三陸縦貫自動車道から分岐し、東北縦貫自動車道と接続、

一般国道４号までの延長１３．５ｋｍの自動車専用道路である。

■仙台都市圏高速環状ネットワークの一部を形成するとともに、東北地方の物流
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拠点である仙台塩釜港への利便性の向上、交通混雑の緩和などに寄与するこ

とを目的とする道路である。

第１種第２級（設計速度１００km/h）※規格 第１種第３級（設計速度８０km/h）



１．事業の概要（２） 事業経緯
⾄⻘森標 準 横 断 図（富⾕JCT〜利府JCT）

土工部 橋梁部

⾄⻘森

⼟⼯部1.751.25 7.001.752.50 7.00

単位：m

富⾕JCT

利府JCT⾼架橋部 利府⾼架橋部

⾄東京 ⾄東京 2



１．事業の概要（２） 事業経緯

富谷IC～富谷JCT 富谷JCT～利府しらかし台IC 利府しらかし台IC～利府JCT

事業化
（直轄）

平成５年度

有料事業
事
業
経

有料事業
許可

平成２１年８月２８日 平成１２年９月１２日

事業方式 般国道事業と有料道路事業による事業方式
緯

事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

開 通 平成２５年１２月２２日 平成２２年３月２７日
平成１４年５月１９日
平成２２年１０月２２日開 通 平成２５年１２月２２日 平成２２年３月２７日 平成２２年１０月２２日

（利府ＪＣＴフル化）

計 画
９３４億円

事
業
費

計 画
９３４億円

（うち有料道路事業費１３２億円）

９２４億円（▲１０億円 増減率▲１ １％）

3

費
実 績

９２４億円（▲１０億円 増減率▲１．１％）
（うち有料道路事業費１１９億円※（▲１３億円））

※残事業費１７億円含む



２．事業費の変更要因

（１）工費に関する減 （▲２億円）

① 現地調査結果及び詳細設計完了等に伴う減 ▲１億円(後述）① 現地調査結果及び詳細設計完了等に伴う減 ▲１億円(後述）

【内訳１】門型型式の標識構造の見直しに伴う減

【内訳２】防護柵の再利用に伴う減

②落札差額に伴う減 ▲３億円②落札差額に伴う減 ▲３億円

③数量精査等に伴う増 ＋２億円③数量精査等に伴う増 ＋２億円

（２）その他費に関する減 （▲９億円）

① ＥＴＣ経路情報システムの見直しに伴う減 ▲８億円(後述）
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②落札差額に伴う減 ▲１億円



２．事業費の変更要因

①現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減（▲１億円）

【内訳１】 門型型式の標識構造の見直しに伴う減

■東北自動車道に設置する門型型式の標識柱の位置を、中央分離帯から上下線を跨ぐ位置へ
見直すことにより、通信ケーブル等の付替え等を回避し、工事費を削減した。

設置前設置前

当初計画
接続点

・数百ｍにおよぶ
光ケーブル等の付替え

・防護柵補強
・工事に伴う交通規制

・約1,000ｍにおよぶ
通信ケーブル等の付替え

・防護柵改良
・工事に伴う交通規制

当初計画

接続点間
工事に伴う交通規制工事に伴う交通規制

約1,000ｍ

・標識の材料費は増額と

変更

5

なるが、通信ケーブル等
の付替えを回避すること
によりコストを縮減 設置完了写真（東北⾃動⾞道）



２．事業費の変更要因

【内訳２】 防護柵の再利用に伴う減

■改良工事等で発生した防護柵に再メッキを施して転用し、コストを縮減した。
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２．事業費の変更要因

①ＥＴＣ経路情報システムの見直しに伴う減（▲８億円）

【内訳１】 ＥＴＣ経路情報システムの見直しに伴う減

■仙台北部道路の完成により仙台都市圏高速環状ネットワークが構築され、経路が複数存在したこ
とから、事業者が異なる仙台南部道路（当時は、宮城県道路公社管理）との料金収入按分をする
ため、経路判別ができるＥＴＣ経路情報システムの設置を計画。

■宮城県道路公社との協議の結果、仙台南部道路の通行料金の按分については、経路判別をする
必要がなくなったため、当該システムの設置が不要となったことにより、コストを削減。

7
・・・当初計画におけるＥＴＣ経路情報システム設置予定箇所



３．事業の効果 ＩＣ区間交通量

富⾕IC〜利府JCT間

■ 交通量は開通区間の延伸に伴い、着実に増加し、平成26年度の富谷JCT～利府JCT間は約
14,900台/日で、計画交通量を上回っている。
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３．事業の効果 交通の変化

■ 仙台北部道路の開通に伴い、仙台北部道路の分担率は増加傾向にあり、富谷JCT～利府JCT間で
は、約１割となっている。
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利府しらかし台IC〜利府JCT（B-Bʼ）の全⾞交通量と交通量分担率富⾕JCT〜利府しらかし台IC（A-Aʼ）の全⾞交通量と交通量分担率
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※ 出典：平成11年・17年・22年 道路交通センサス（表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある）

率率
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３．事業の効果 事故の減少

A

■ 仙台北部道路の開通に伴い、仙台北部道路と並行する国道４号の死傷事故件数及び死傷事故率
は減少している。

A

A’

B
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富⾕JCT〜利府しらかし台IC（A-Aʼ）の事故件数と死傷事故率 利府しらかし台IC〜利府JCT（B-Bʼ）の事故件数と死傷事故率
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10
※ 出典：NEXCO提供データ、ITARDAデータ（公益財団法人交通事故総合分析センター） 事故件数：４年平均件数

交通量（台キロ）：平成１１年、１７年、22年道路交通センサス

開通前
（H10～H13）

開通後
（H22～H25）



３．事業の効果 所要時間の短縮

■ 仙台北部道路の開通に伴い、富谷IC交差点～仙台港ICの所要時間は約47分短縮した。

■ 並行する国道４号でも交通混雑が改善し、所要時間が短縮した。

富⾕IC交差点〜仙台港IC間の所要時間富⾕IC交差点 仙台港IC間の所要時間

【富谷ＩＣ交差点～仙台港IC間の所要時間】【富谷ＩＣ交差点～仙台港IC間の所要時間】

開通前開通前
富⾕IC交差点富⾕IC交差点 ※平成17年 道路交通センサスより算出

約20分短縮

開通前

開通後

約47分短縮
※平成22年 道路交通センサスより算出

混雑度：加重平均値

約20分短縮
開通後

■地域の⽅の声（県北〜仙台港IC利⽤ ５０代男性）
⼦どもの部活関係で利⽤します。開通前は⼀般道の街中を
⾛ったり、仙台南部道路を利⽤していました。開通後は仙
台北部道路を利⽤し 時間短縮になり 移動の負担や事故

混雑度 加重平均値

台北部道路を利⽤し、時間短縮になり、移動の負担や事故
の⼼配が減りました。

■地域の⽅の声（県北〜仙台港IC利⽤ ５０代男性）
国道４号は渋滞するので、時間が全く読めずイライラする

が多 が 仙 道路 後

仙台港IC仙台港IC至 仙台市内

ことが多かったのですが、仙台北部道路の開通後は取引先
にほぼ予定通りに到着できるため、気持ちに余裕ができ、
時間が読めるようになりました。

※ 出典：平成27年 聞き取りアンケート調査結果 11▲泉消防署前（国道４号）至 富谷町



３．事業の効果 港湾や新規交通網の整備、商業および観光施設の立地

■仙台都市圏では、港湾や新規交通網の整備、商業および観光施設の立地が進んでおり、仙台都市
圏高速環状ネットワークの形成により、これらの施設の利用等を支援し、今後も新たな需要が見込ま
れる。

仙台うみの杜⽔族館イオンモール富⾕ イオンモール利府イオンタウン仙台泉⼤沢 ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨ･21 宮城県総合運動公園

三井アウトレットパーク 仙台港仙台泉ﾌﾟﾚﾐｱﾑ・ｱｳﾄﾚｯﾄ

仙台ｱﾝﾊﾟﾝﾏﾝこどもﾐｭｰｼﾞｱﾑ&ﾓｰﾙ
仙台塩釜港（仙台港区）

H22.11 雷神ふ頭２号岸壁 増深

仙台市営
地下鉄地下鉄
東⻄線

H27.12.6
開業

12
※ 出典：【港湾計画図】「仙台塩釜港（仙台港区）港湾計画図」（H26.4.1作成） 国土交通省 東北地方整備局より作成

【整備計画】「仙台塩釜港港湾計画-改訂-」（H25.6） 宮城県

H18.8 ⾼砂ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ 拡張



３．事業の効果 企業立地の促進

■ 仙台北部道路周辺では、高速道路へのアクセス性が向上し、企業立地が年々増加、現在も新たな
工業団地の造成が進行している。

■ 富谷ＩＣ付近では、大型商業施設の立地が決定するなど、遠方からの集客による交流人口の拡大が富谷 付近 、大型商業施設 地 決定するな 、遠方 ら 集客 る交流人 拡大
期待されている。

■ 富谷ＩＣ最寄に、大型商業施設の立地が決定し、工業団地の

仙台北部道路周辺の⼯業団地

■ 仙台北部道路の開通により、周辺へのアクセスが向上し、沿線の工業団地（富谷町・大和町・

企業⽴地の促進

富谷 最寄 、大型商業施設 立地が決定し、 業団地

造成・施設の建設が進んでいる。

■ 立地を決めたショッピング施設は、仙台北部道路を含めた高速

道路網による集客を見込んで立地を決定した。

大衡村）の新規立地企業が増加している。

■ 富谷町では新たな工業団地の造成が進んでおり、今後更なる新規立地が期待されている。

各区間の開通に伴い

新規立地企業（累計）の推移工業団地

：造成済

：造成予定 区画図

13
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数
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累

富⾕JCT〜利府しらかし台IC
開通

富⾕IC〜富⾕JCT
開通

各区間の開通に伴い
周辺地域で新規⽴地企業が増加

：造成予定

大和町

大衡村 新規
⽴地場所

区画図

1 3 5 71 3 6 11 11 12 15 16

1 3
9

11 12 13

0

10

20

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28以降

富谷町 大和町 大衡村

累
計
件
数
）

※ 新聞等で発表された新規立地企業数

富谷町
富⾕JCT、利府しらかし台IC

周辺でも
新たな⼯業団地が造成予定

※H27.12現在

■関係者の声（⼤型商業施設）
来年4⽉頃 富⾕町に新たな施設のオ プンを予

▲造成中の大型商業施設

13

来年4⽉頃、富⾕町に新たな施設のオープンを予
定しています。富⾕ICがあり⾼速道路へのアクセ
スが良いため、特に宮城県沿岸部や福島県などの
遠⽅からの集客に対して期待しています。

※ 「宮城県の工業団地図」宮城県提供



３．事業の効果 港湾アクセスの向上

■ 仙台都市圏高速環状ネットワークが形成され、県北方面から仙台塩釜港（仙台港区）へのアクセス
が向上し、仙台塩釜港（仙台港区）の海上出入貨物量・完成自動車取扱量も着実に増加している。

仙台塩釜港（仙台港区）へのアクセスの向上 仙台塩釜港（仙台港区）における取扱貨物量の増加

5 000

仙台塩釜港（仙台港区）へのアクセスの向上
■ 仙台塩釜港（仙台港区）は、コンテナや完成自動車などを扱うユニット貨

物の拠点としての役割を担う、東北唯一の国際拠点港湾。

■ 当該区間の開通により、県北方面からの仙台塩釜港（仙台港区）への高

速道路ネットワ クが形成され 県北方面からの所要時間が短縮

■ 仙台塩釜港（仙台港区）の海上出入貨物量・完成自動車の移出入量は
平成21年から平成22年にかけて増加し、東日本大震災後も着実に増
加。

仙台塩釜港（仙台港区）における取扱貨物量の増加

海上出入貨物量の推移（仙台塩釜港 仙台港区）

3,100 3,300 
3,600 

3,900 
3,000 

4,000 

5,000 速道路ネットワークが形成され、県北方面からの所要時間が短縮。

県北⽅⾯県北⽅⾯
富⾕JCT〜利府しらかし台IC

H22.3開通

東⽇本
⼤震災

海
上
出
入
貨
物
量
（万

⼤衡IC〜仙台塩釜港（仙台港区）間の所要時間

約11分短縮

第⼆仙台北部
中核⼯業団地 第⼀仙台北部

中核⼯業団地
3,100 

2,200 

0 

1,000 

2,000 
万
フ
レ
ー
ト
・ト
ン
）

35分
24分

H21 H22 H23 H24 H25

1,500

1,800
完成自動車の移出入量の推移（仙台塩釜港 仙台港区）

完
成
自
動
車

富⾕JCT〜利府しらかし台IC
H22.3開通

：移出 ：移入

※所要時間：【開通前】平成17年 【開通後】平成22年道路交通センサスより算出

開通前 開通後

357
370 284

379 421 598 
686 

615 

948 965 

600

900

1,200
車
取
扱
量
（
万
フ
レ
ー
ト

東⽇本
⼤震災

仙台塩釜港
（仙台港区）
仙台塩釜港
（仙台港区）

14

供⽤前ルート
供⽤後ルート

241 316 332 
569 545 

357 284 

0

300

H21 H22 H23 H24 H25

ト
・ト
ン
）

（年）

※ 出典：「宮城県港湾統計（H21～H25）」宮城県
万フレート・トン：乗用車（普通・小型）約1,000台



３．事業の効果 物流における輸送定時性・安全性の向上

■ 仙台北部道路の開通に伴い、一般道の渋滞区間や事故危険区間が回避でき、定時性・安全性が
向上、ドライバーの負担軽減が図られている。

通過する主要渋滞区間・箇所数⽣鮮⾷品の輸送ルート 通過する事故危険区間・箇所数

2.015

通過する主要渋滞区間・箇所数⽣鮮⾷品の輸送ル ト

：主要渋滞区間 ：主要渋滞箇所数

通過する事故危険区間・箇所数

：事故危険箇所数：事故危険区間

■ 仙台市内の生鮮食品取扱企業は、仙台北部道路の開通に伴い、八

戸港（青森県）への輸送ルートを変更。

■ 国道4号の混雑を回避することができ、納品先への定時性が向上。

1km1.0

1.5

12km

10

⻘森県（⼋⼾便）
２３時必着

延
長
（ｋ

8箇所

延
長
（ｋ

0km

0.5

0.8km

5
⾼速道路利⽤で混雑回避

ドライバーの負担軽減に貢献
事故危険箇所を

通過しない

ｋ
ｍ
）

1箇所

2箇所

ｋ
ｍ
）

0km
0.0

国道4号利用 仙台北部道路利用

0
国道4号利用 仙台北部道路利用

■関係者の声（⽣鮮⾷品取扱企業）

※出典：「宮城県の主要渋滞箇所の公表について（Ｈ25.1.24）」 宮城県渋滞対策連絡協議会

「事故ゼロプラン」優先度が高い区間 仙台河川国道事務所渋滞
関係者の声（⽣鮮⾷品取扱企業）

仙台北部道路の開通前は、物流センターから国道4号を利⽤してい
ました。仙台市内は混雑するため、朝⼣の渋滞時には⾼速道路に乗
るまでに１時間程度要していました。

⼋⼾便は２３時必着という時間制限があるため、仙台北部道路の開通によ

渋滞

朝⼣混雑時は
通過に１時間

り、納品先への定時性も向上し、ドライバーの負担軽減につながっていま
す。さらに、仙台北部道路の開通により周辺⼀般道の事故が減ったこと
は、地域の安全性向上に⼤きな役割を果たしていると感じています。

通過に１時間

15

供⽤前ルート
供⽤後ルート



３．事業の効果 観光地へのアクセス向上

■ 観光・レジャー目的で利用したドライバーは、利便性、速達・定時性が向上したことを実感している。

■ 東北地方の主要観光地間の移動（松島から平泉）では、仙台北部道路を利用することにより移動時
間が短縮され、観光地での滞在時間の確保につながっている。縮 、観 滞在 確保 。

仙台北部道路を利⽤した周遊ツアーの形成
■ 貸切バス会社では、松島から平泉へ向かうルートを、仙台北部道路利用

に変更。

仙台北部道路の利⽤⽬的と整備効果
■ 仙台北部道路の利用目的は、約４割が「観光・レジャー」。

■ 観光・レジャーで利用するドライバーは、仙台北部道路の開通により、利

帰省
通院

（送迎含む）

その他
6%

利用目的（N=1,731) 観光・レジャー利用者の整備効果

■移動時間の短縮により、観光地での滞在時間を確保。

観光 ジャ で利用するドライ は、仙台北部道路の開通 より、利
便性や速達・定時性の向上を実感している。

■関係者の声（貸切バス会社）
松島〜⼀関・平泉へのお客様の移動に
は 仙台北部道路を利⽤しています利便性の向上 （回答数）

営業・業務

通勤・通学

（送迎含む）
6%

家事・買い

物
5%

帰省
5%

（送迎含む）
1%

6%
岩⼿県

⼀関・平泉
岩⼿県

⼀関・平泉

は、仙台北部道路を利⽤しています。
開通前は、⼀般道を利⽤していましたが、仙台
北部道路を利⽤することで移動時間が短縮さ
れ、観光地での滞在時間を⻑くすることができ
るようになりました。

51

50

36

観光利便性の向上

速達・定時性の向上

移動負担の軽減

・出かける機会の増加

・滞在時間の増加

・周遊施設の増加

速達・定時性の向上

営業 業務

41%

観光・ レジャ ー

36％

るようになりました。

⼤和松島線

松島〜⼤和IC間の所要時間

32分 23分10 

20 

30 
所
要
時
間
（分

約9分短縮

14

7

安心・安全性の向上

生活・営業エリアの拡大

■地域の⽅の声（富⾕町在住 30代男性）
以前は 般道を通って松島へ行っていましたが 仙台北部道路

※ 調査実施日 平成27年7月22日、26日

松島松島

※所要時間：【開通前】平成11年

【開通後】平成22年道路交通センサスより算出

0 
開通前 開通後

分
）0その他

以前は一般道を通って松島へ行っていましたが、仙台北部道路

を利用することにより20～30分短縮し、塩釜市場へも月1回行け

るようになり、ショッピングを楽しんでいます。

※ 出典：平成27年 聞き取りアンケート調査結果

供⽤前ルート
供⽤後ルート

16
提供：宮城県観光課



３．事業の効果 地域の救急医療を支援

■ 血液輸送において、搬送時間の短縮や一般道の混雑回避による迅速かつ安定した血液輸送が行
われている。

⾎液輸送経路の変更

■ 赤十字血液センターでは、沿岸部への血液輸送ルートを、ほぼ
すべて仙台北部道路利用に変更。

■ 特に緊急時の搬送においては、混雑回避による時間短縮によ

り 効率的な血液輸送が可能

富⾕JCT〜利府しらかし台IC間開通前の搬送ルート
富⾕IC開通後の搬送ルート

91件/⽉100
120

（件/月）

り、効率的な血液輸送が可能。

仙台北部道路を利用した血液輸送件数

⼤幅に

11件/⽉

0
20
40
60
80宮城県

⾚⼗字⾎液センター ほぼすべての輸送で
仙台北部道路を利⽤

⼤幅に
増加

0
開通前 開通後

■関係者の声（⾎液輸送関連団体）

部分開通時 全線開通後

※ 出典：宮城県赤十字血液センター提供

（H21.10～H22.3平均） （H27.4～H27.6平均）

■関係者の声（⾎液輸送関連団体）
富谷ICが開通した現在では、沿岸部へのほぼ100％

の血液輸送を仙台北部道路を利用して実施していま

す。東北薬科⼤学病院57分
33

⾎液センター〜東北薬科⼤学病院の所要時間

約24分短縮

特に、東北薬科大学病院は血液の需要が多く、緊急時など高

速道路を利用できることで、搬送時間の短縮や一般道の混雑

を回避でき、効率的な血液搬送が可能になっています。

17

33分

開通前 開通後

※所要時間：【開通前】平成17年

【開通後】平成22年道路交通センサスより算出



３．事業の効果 リダンダンシーの確保

■仙台北部道路の開通により、仙台都市圏高速環状ネットワークが形成され、東北自動車道規制時の
迂回路として機能している。

東北⾃動⾞道規制時の仙台北部道路の交通量の変化仙台都市圏⾼速環状ネットワークの形成

600 

■ 東北自動車道

仙台宮城ＩＣ～泉ＩＣ間において、

平成24年5月3日に大雨による

通常ルート
迂回ルート 通常時/規制時の

仙台北部道路の交通量の変化

383 
519 

200 

300 

400 

500 
平成24年5月3日に大雨による

通行止めが発生（約14時間半）

■ 迂回利用により、規制時間中の

仙台北部道路の交通量が増加

仙台

断
⾯
交
通
量
︵
台

0 

100 

通常時 規制時

仙台都市圏⾼速環状
ネットワークにより

リダンダンシーを確保 ※【通常時】H24.4.28 15時台～H24.4.29 5時台

※【規制時】H24.5.3 15時台～H24.5.4 5時台

仙台
都⼼

台
／
時
︶

1 400

1,600 

1,800 
東北自動車道通行止め時間

仙台北部道路の交通量の推移

断
⾯

：規制時 ：通常時

関東⽅⾯からの集荷

東北⾃動⾞道
通⾏⽌め時は

仙台北部道路を利⽤

400

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 ⼤幅に
増加■関係者の声（物流企業）

当社の泉区の物流センターには、宮城県内の取り扱い貨物が
全て集まります。通常、関東からは東北道を利⽤してくるの

⾯
交
通
量
︵
台
／
時

0 

200 

400 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

18

ですが、通⾏⽌めなどが発⽣した際には、⼀般道を利⽤する
ことなく仙台東部道路〜仙台北部道路と⾼速道路を利⽤する
ことが出来るため、物流の安定化に寄与しています。

時
︶

時間帯規制時：Ｈ24.5.3～5.4

通常時：H24.4.28～4.29
※交通量：富谷JCT～利府JCT間 区間平均値



３．事業の効果 東日本大震災時の支援物資輸送等の支援

被災地への支援物資輸送

■東日本大震災時、被災した三陸沿岸地域への緊急輸送路として、仙台北部道路も迅速な支援物資
輸送に貢献した。

被災 支援物資輸送

■ 平成23年3月11日に発生した、東日本大震災を受け、神奈川県に本社を構えるＡ社が支援物資
輸送を決定（所属団体企業への支援と被災地への支援物資の輸送）。

■ 宮城県石巻市への支援物資の運搬に仙台北部道路を利用。

品名 数量 品名 数量

軽油 600L カンパン 25箱

輸送物資（A社）

⽯巻市⽴
⿅妻⼩学校

Ｈ22.10.22
利府ＪＣＴ
フル化完了

3/18 22：20
安達太良SA到着
3/19 5：00

安達太良SA出発

灯油 300L ⾐類 ⼀式

飲料
350ml〜4L 計8箱 バスタオル 160枚

3/19 10：20

栄養ドリンク 6箱 マスク・⼿袋 各20枚

飲料⽔ 1.5L 約400本 その他

3/19
9：00

地震により通⾏⽌め

■関係者の声（物流企業A社）
⽯巻市へ⽀援物資を輸送するため、東北
道〜仙台北部道路〜三陸道と⾼速道路を
利⽤しました。東北⾃動⾞道から

3/18 17：20
Ａ社（神奈川県）出発

利⽤しました。
当時、東北道が緊急⾞両以外の通⾏を規制してた
ため、緊急⾞両申請を⾏い物資の輸送をおこない
ました。

東北⾃動⾞道から
仙台北部道路を

利⽤して⽯巻市へ
物資を輸送

19



３．事業の効果 震災復興事業を支援

■東日本大震災により被災した宮城県内の海岸復旧工事（計62箇所）が進められており、土運搬等で
仙台北部道路が利用され、復旧・復興工事の事業促進に寄与している。

宮城県内の海岸復旧⼯事 海岸復旧⼯事⾞両の移動ルート

■ 東日本大震災により、宮城県内の海岸では、地震動
に起因する堤防の沈下や津波による決壊等が発生。

■ 宮城県内では62箇所の海岸復旧工事が進行中。

利府しらかし台IC ⾞種別出⼊交通量の変化

利府しらかし台ICの
IC出⼊り交通量は

仙台市周辺の復旧箇所

利府しらかし台ICを通過する

復旧工事関連車両

海岸復旧⼯事⾞両
の影響もあり

震災前に⽐べ激増

3 000Ｉ
：震災前 ：現在

⻑浜海岸

⼤曲海岸

野々島海岸他 計10箇所 2,100 
2,700 

1 500
1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 Ｉ
Ｃ
出
⼊
交
通
量
︵
台

菖蒲⽥浜海岸
松ヶ浜第⼆海岸
松ヶ浜海岸深沼海岸

800 
1,500 

0 

500 

普通以下 中型以上
軽自動車＋普通車 中型車以上

台
／
⽇
︶

■関係者の声（海岸復旧関係団体）

相ノ釜・納屋海岸
宮城県内では

合計62箇所の

■関係者の声（海岸復旧関係団体）
利府しらかし台周辺で⼟砂を採取し、海岸
復旧⼯事現場に運搬しています。⼀度の運
搬で、6t以上のトラックが2〜3台隊列を

組むので ⼀般道利⽤では混雑につながります⼭元海岸
合計 箇所
海岸復旧⼯事が
進められている

※出典：「東日本大震災に伴う復旧工事進捗状況について」宮城県

組むので、 般道利⽤では混雑につながります。
⾼速道路を利⽤することで、復旧・復興⼯事に伴
う⼀般道の混雑緩和につながっています。
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３．事業の効果 費用便益分析結果

■ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．１

◆総便益（B）

基準年（H27）に

走行時間短縮便益 １，２６５億円

走行経費減少便益 １８９億円
基準年（H27）に

おける現在価値
交通事故減少便益 ９５億円

計 １，５５０億円

◆総費用（C） 事 業 費 １，２８７億円

基準年（H27）に

おける現在価値

維持管理費 ７７億円

計 １，３６４億円

費用便益比（Ｂ/Ｃ）：１．１

21

費用便益比（ / ）

※ 経済的内部収益率（EIRR） 便益と費用の現在価値を等しくするような社会的割引率の値

経済的純現在価値（Ｂ-Ｃ）：１８６億円 経済的内部収益率※（ＥＩＲＲ）：４.５％



４．事業による環境保全 大気環境（ＮＯ２・ＣＯ）

■ 最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認した。

■ NO2は簡易測定法による測定結果においても、全地点で環境基準を下回ることを確認した。

■予測結果仙台北部道路（富谷IC 利府JCT間） ■予測結果

常時観測局

調査地点

■仙台北部道路（富谷IC～利府JCT間）

No 区 間 調査地点名

ＮＯ２ ：二酸化窒素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値 評 価

（参考）

時 測定環境基準 予測値
※１

評 価 アセス時
予測値

測定
結果
※２

利府しらかし台IC

～利府JCT

利府町
菅谷台

１時間値の
１日平均値

が
0.022

すべて

0.027 0.0181

富谷IC 富谷JCT

利府しらかし台IC

3 0.04～0.06
ppmまでの
ゾーン内
又はそれ

以下

すべて
環境基準を
満足している

富谷JCT～

利府しらかし台IC

富谷町
石積三合田前

0.022※3
－
※4

0.015

富谷IC～

富谷JCT

富谷町
富谷治部入

0.022※3
ー
※4

0.0143
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1
将監局

No 区 間 調査地点名

CＯ ：一酸化炭素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値
※１

評 価

（参考）

アセス時
予測値

1七北田局

利府JCT 予測値

利府しらかし台IC

～利府JCT

利府町
菅谷台

１時間値の
１日平均値

が

0.79

すべて
環境基準を
満足している

1.45

富谷JCT～

利府しらかし台IC

富谷町
石積三合田前

0.79※3
－
※4

2

1
※１：現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局のうち平成25年度

の年平均値が最も高い局を用いた。（ＮＯ２ ：七北田局、CO：将監局）
※２： 測 定 日：平成27年10月1日（木）～10月8日（木）の連続する７日間

測定方法 ：パ シブサンプラ による簡易測定法

利府JCT
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10ppm以下
満足している利府しらかし台IC 石積三合田前

富谷IC～

富谷JCT

富谷町
富谷治部入

0.79※3
－
※43

測定方法 ：パッシブサンプラーによる簡易測定法
※３： 「富谷JCT～利府しらかし台IC」及び「富谷IC～富谷JCT」は、アセス時の予測評価地

点が設定されていないため、路線の近接する「利府しらかし台IC～利府JCT」の道路寄
与濃度を用いて予測を行った。

※４： 「富谷JCT～利府しらかし台IC」及び「富谷IC～富谷JCT」では、アセス時の予測評価
地点が設定されていない。



４．事業による環境保全 交通騒音

■ 騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認した。

■仙台北部道路（富谷IC 利府JCT間） ■測定結果※1（騒音）

調査地点

■仙台北部道路（富谷IC～利府JCT間）

No 区 間 測定地点名

現況

評 価

（参考）アセス時

時間帯
環境
基準

測定
結果 時間帯

環境
基準

予測値
（ｄＢ）

■測定結果※1（騒音）

※2 （ｄＢ）
Leq

（ｄＢ）
Leq

※3
基準
（ｄＢ）
L50

（ｄＢ）
L50

利府しらかし台IC

～利府JCT

利府町
菅谷台

昼間 70 49
朝 55 47
昼 60 48

夜間 65 51 ※5
夕 55 47
夜 50 44

1

富谷IC 富谷JCT

利府しらかし台IC

3
2

1

すべて
環境基準

を
満足して

いる

夜 50 44

富谷JCT～
利府しらかし台IC

富谷町
石積三合田前

昼間 70 55
朝

－
※4

－
※4

昼

夜間 65 53
夕
夜

昼間 70 53
朝

2

1 富谷IC～

富谷JCT

富谷町
富谷治部入

昼間 70 53
－
※4

－
※4

昼

夜間 65 58 ※5
夕
夜

※1 測定日
・平成26年9月15日（火）～16日（水）

3

利府JCT 平成26年9月15日（火） 16日（水）
※2 現在の環境基準における時間帯区分

・時間帯 昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
※3 アセス時の時間帯区分

・朝：6時～8時、昼：8～19時、夕：19～22時、夜：22～6時
※4 「富谷JCT～利府しらかし台IC」及び「富谷IC～富谷JCT」では、アセス時の予測評価地点が

定 れ な

利府JCT
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設定されていない。
※5 夜間の測定結果が昼間よりも高い値を示した要因は虫の鳴き声の影響によるものである。



５．本事業の取組み 自然環境に配慮

■ 長寿命・高効率なＬＥＤランプの採用（道路照明・表示板・事務室照明等）、従来型より二酸化炭素
排出量の少ないヒートポンプ式給湯器の採用や、料金事務室・電気室屋根の空調効率向上に有効
な遮熱塗装を採用し、自然環境に配慮した。

ゲート上屋照明（ＬＥＤ） 料⾦事務室内ＬＥＤ照明 屋根に遮熱塗装

ヒートポンプ式給湯器ＬＥＤ道路照明
ＥＴＣ⾞線表⽰板（ＬＥＤ）

信号灯（ＬＥＤ）
C型情報板（光源：LED）

24



５．本事業の取組み 新技術・新工法

■橋梁部には、耐久性に優れた高性能床版防水工を使用した。

【橋梁断面イメージ】 【高性能床版防水工断面イメージ】
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防水材吹付け状況 舗装接着剤仕上り状況



６．利用促進の取組み 企画割引

■ 東北地方の観光復興支援等を目的とした企画割引を実施し、高速道路を通じた観光復興支援に取
り組んでいる。

【実施概要】
東北６県が乗り放題

【実施概要】
東北６県が乗り放題

【実施概要】
外国人旅行者を対象とした ＥＴＣ東北６県が乗り放題

【実施期間】
平成２５年２月 ８日～ ７月 １日
平成２５年９月２７日～１２月２４日
平成２６年５月２３日 ７月１４日

東北６県が乗り放題

【実施期間】
平成２４年４月７日～１０月２８日

【販売価格（普通車）】

外国人旅行者を対象とした、ＥＴＣ
レンタカー限定の東北６県乗り放題

【実施期間】
平成２７年１１月１日～

平成２８年１０月１３日平成２６年５月２３日～ ７月１４日
平成２６年９月２６日～１２月 １日

（期間延長～平成２７年３月３０日）
平成２７年５月１５日～ ７月２７日
平成２７年１０月２日 １２月２１日

２日間 ３，５００円（周遊プラン） 平成２８年１０月１３日

【販売価格（普通車）】
２～１４日間

４，０００～１２，０００円
平成２７年１０月２日～１２月２１日

【販売価格（普通車）】
２日間 ７，５００円（周遊プラン）
３日間 ８，５００円（周遊プラン）

， ，
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６．利用促進の取組み 地域との連携

■ 東北６県の味覚、芸能、観光、工芸を一堂に集め、お客さまに東北地域のいきいきとした魅力を再発
見していただき、地域の活力の向上を図るとともに、観光意欲を刺激し、地域間交流を活性化させる
ことを目的としたイベント「ハイウェイフェスタとうほく」を平成１４年以降毎年実施している。平成２７年

事業ＰＲブース郷土芸能

度は２日間で約５万人が来場した。

物産販売ブース物産販売ブ ス
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７．本プロジェクト実施によって得られたレッスン

１）プロジェクト実施後の変化

本プロジェクトが計画的に進められたことにより、仙台都市圏高速環状ネットワークが形成され、「事
故の減少 所要時間の短縮」 「企業立地の促進」 「港湾・観光地へのアクセス性の向上」 「物流に故の減少、所要時間の短縮」、「企業立地の促進」、「港湾 観光地へのアクセス性の向上」、「物流に
おける輸送定時性・安定性の向上」、「地域医療の支援」、「リダンダンシーの確保」、東日本大震災の
復旧・復興の支援」が図られ、一定の整備効果が得られた。

常磐自 車道 全線 陸縦 自 車道 高速道路 整備が進また、常磐自動車道の全線開通や三陸縦貫自動車道などの周辺の高速道路ネットワーク整備が進
み、交通量は増加傾向にあり、多くのお客さまにご利用いただいている。

２）整備の進め方）整備 進め方

本プロジェクト区間は、１３．５ｋｍの自動車専用道路を『一般国道事業と有料道路事業による事業方
式』で事業が進められ、用地取得や土工工事・橋梁工事等を国土交通省が実施し、その後ＮＥＸＣＯ
東日本（旧日本道路公団）が引き継ぎ 橋梁架設の国交省からの受託 舗装工事 施設工事等を実東日本（旧日本道路公団）が引き継ぎ、橋梁架設の国交省からの受託、舗装工事、施設工事等を実
施しており、事業者間調整が重要な事業である。

平成１４年には本プロジェクトの利府ＪＣＴ～利府しらかし台ＩＣ間が初めて開通し、日韓共同開催ワー
ルドカップ及び宮城国体（会場：グランディ・２１）の輸送にも貢献した。

また、平成２２年３月には東北道との接続、同年１０月には利府ＪＣＴがフル化され、仙台都市圏高
速環状ネットワークが概成し その直後の平成２３年３月１１日東日本大震災が発生することとなるが
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速環状ネットワークが概成し、その直後の平成２３年３月１１日東日本大震災が発生することとなるが、
まさに当該路線が緊急輸送路として、甚大な被害を受けた三陸沿岸地域への交通確保に寄与して
いる。



７．本プロジェクト実施によって得られたレッスン

ジャンクション部の工事では、既設の高速道路
（東北道や三陸道）上の橋梁架設に当たり、800㌧
クレーン等を活用した一括架設を実施しており、

スーパーキャリアによる⼀括架設 800㌧クレーンによる⼀括架設

活 括架設 実 、
架設現場を近隣住民の皆さまへ公開し、事業へ
の理解を深めていただく取り組みもしている。

東日本大震災による、路面のクラックや橋梁と土工部分の継ぎ目の段差の緊急的な舗装補修や、
高盛土における部分的な崩落箇所については、水処理に配慮した補修を実施している。

盛⼟崩落による路⾯⻲裂 盛⼟のり⾯応急復旧 盛⼟のり⾯本復旧

３）考察３）考察

今後、複数の事業者による同様のプロジェクトを行うに当たっては、計画的に事業を進め、早期の整
備効果発現が図られるよう事業者間の調整を行い、事業進捗に努めていくことが重要である。
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また、仙台北部道路は２車線で整備されているが、交通量は14,000台/日を超える状況にあり、引
き続き高速道路及び沿道の交通動向の把握に努め、適切な維持管理、状況に応じた対応を進めて
いきたい。



８．評価結果及び今後の対応方針（案）

（1）費用対効果の算定基礎となった要因

■事業費は計画額と比べ、１３億円減少した。この要因は、門型型式の標識構造の見直し、防護柵の再利用、ＥＴ
Ｃ経路情報システムの見直し等により、減額したものである。

■当該区間の開通により 所要時間の短縮 交通事故の減少 企業立地の促進 東日本大震災での復旧・復興

■実績交通量は約１３，２００台/日であり、計画を上回る交通量となっている。

（２）事業効果の発現状況

■当該区間の開通により、所要時間の短縮、交通事故の減少、企業立地の促進、東日本大震災での復旧・復興
の支援、港湾・観光地へのアクセス向上、物流における輸送定時性・安全性の向上、地域の救急医療活動の支
援、リダンダンシーの確保などの整備効果が発現されていることを確認した。

■今後、三陸縦貫自動車道など沿岸部の延伸整備や仙塩道路の４車線化に伴い、ネットワーク強化が図られ、当
該区間における整備効果も更に発現されるものと考えられ、更なるネットワークの機能強化についても注視される
ところ。

（３）対応方針（案）

■所要時間短縮、交通事故減少、救急医療活動の支援、リダンダンシーの確保など、様々な整備効果が発現さ
れており、当該区間における更なる事後評価は特段必要ないものと考える。

■道路の整備によるネットワーク効果の更なる発現など、引き続き周辺道路も含めた利用状況について注視し、地
域と一体となった利用促進の取組みなど、積極的に努めていく。

■本事業で得られた事業の効果や本事業への取組み 事業による環境保全などの結果を蓄積することにより 今

（４）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■本事業で得られた事業の効果や本事業への取組み、事業による環境保全などの結果を蓄積することにより、今
後の事業に活用していく。

■事後評価の結果、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の特段の見直しの必要性はないと思われる。
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